
茶 茶

茶1 試料をろ過 3 培地添加、培養 6 分取、発光試薬添加 7 測定4 消去希釈液添加
吸引後、10分以上静置

サンプル 緑茶（無菌充填品、100mL）

Poteto Dextrose Broth培地2mL中で25℃にて24、48時間

下記 9真菌の胞子（約10CFU）添加指標菌

培養条件

サンプル 緑茶（無菌充填品、100mL）

TSB培地2mL中で35℃、または55℃にて18時間

下記 4細菌（約10CFU）添加指標菌

培養時間
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菌非添加
菌添加

B. licheniformis B. stearothermophilus E. coli E. cloacae
35℃ 35℃ 35℃55℃

発光量（RLU）は1CFU当たりの発光量として算出

2 洗浄液にて洗浄

生育阻害物質
を除去

菌体外ATP
を消去

測定時間
わずか10秒

発光量（RLU）は1CFU当たりの発光量として算出
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1,000RLU
（基準値）

ルシフェールTF

ルシフェールTF

緑茶中の細菌を18時間で検出 緑茶中の真菌を48時間で検出

茶飲料用生菌数測定、無菌性試験用キットルシフェール TF100
5 抽出試薬添加、
回収

培養

緑茶飲料の無菌性確認試験

細菌 真菌


